第十回高輝度電子源開発G会合

日程：2009年2月27日(金曜)

時間：15:30 – 17:00

場所：KEK、JAEA、広島大学をビデオ接続(58001)

参加者：山本、 本田、 武藤、 宮島(KEK)、 羽島、 西森、 飯島、 永井(JAEA)、 正中、 栗木(広島)

西森氏より、500kV銃のpreparation chamberの状況について報告があった。

· 四月中の完成が実現できるよう、遅れも見込んで三月末に完成予定で進めている。

· SUSのベーキングは既存のヒーターボックスを用いて、Cornell式で大気中400degCにて行う。

Q:エッジ部分は酸化しても大丈夫なのか。

A: Cornellでは大丈夫のようだが、もし駄目になっても予備があるので対応可能だ。変換フランジの予備については確認する。

Q：ビルドアップ法によるSpinning rotor gaugeのアウトガスは大丈夫か。

A: よくわからない。山口大学のテストでBAゲージを使用しているようだが、どのようなものなのか詳しく知りたい。またガス放出係数が途中で変化しているのが疑問。

C:山口大学の栗栖さんに聞いてみる。

追加情報：BAゲージは吸着による排気速度を持っていると思われる。圧力カーブのキンクはの排気の飽和によって生じていると考えられる。

Q: 組み立ての途中で真空などをチェックできるような工程を考えたほうがよい。とくにロッドは危惧している。

A: 名古屋大の失敗をもとに改良したものを使用しているので大丈夫であると思う。

許斐氏(発表代理、山本氏)より、200keV電子銃のエミッタンス測定について報告があった。

Q: Bulkのほうがスポット径が小さいなど条件が違うようだが。

A: 条件は違う。結果が整合していないように見える部分もある。

Q: 超格子のサンプルのQEは0.1%で低いように思うが。

A: 活性化後は0.2〜0.3%であったが、測定時には0.1%ほどに下がった。今までの最高では0.5%。

Q: SLACと結晶作成条件は違うのか？

A: SLACはMBE、名古屋はMOCVDで行っている。

　　

正中氏より、量子効率の温度依存性の追試について報告があった。

· QEにみられたプラトーは、温度を一定に保った場合にみられるNEA活性化後のQE上昇と関連しているようだ。

· 80度付近でQEおよび寿命が減少する傾向は追試でもみられた。

· 試しに寿命とレーザーパワーの依存性をみたが、ほぼ逆比例関係にあるようだ。

C: NEA活性化後のQEの上昇は名古屋大でも見られる。

Q:真空度は加熱によって変化していないのか?

A: ほとんど変化していなかった。データをとっているので、有意に変化していたかどうかチェックする。

山本氏より電極設計について発表があった。

· 歴史的にウエネルト電極を設けているが、表面電場の低減という観点からはなるべく陰極面がフラットで、かつ曲率が大きいデザインがよい。

· 細かい陰極付近の形状はいれていない。今後含める予定。

Q: 陰極面での電場の大きさ、均一度は?

A: ほぼ陰陽極間電圧で決まる大きさで、ほぼ一定である。

Q:アノードの形状も何らかの最適化が可能だろうか?

A: 試してみる。

山本氏より200keV電子銃のKEKへの移設について発表があった。

· 3月半ばまで、ビーム偏極度の測定を行い、その後移設準備を進める。

· 5月位に実際の作業を予定している。

· 銃本体は分解すると梱包が大変なので、窒素パージしてなるべく分解せずに運びたい。

C: あらかじめ予定が組めれば協力できるだろう。

A: 早めに予定を決めたい。

本田氏より、ILCTAの状況について報告があった。

· クリーンブース、レーザーブースを整備した。

· 共用の化学実験スペースを見付けたので、そこを使用する予定。

次回会合は 3/23(月)  13:30より

文責 栗木

